




要約:NICU 卒業児で、障害のある子供達の実態について、昭和大学、神奈川こども医療セ

ンター、東京小児療育病院で経過観察中の193 名について検討した。NICU 卒業の障害児の

多くは重度重複障害を持ち、このうち頸定も寝返りもできない障害児だけでも 91名もいる

が、多くは通院療育を受け、在宅で生活していた。その多くが呼吸障害や摂食障害などを

もち、頻回な、しかも長期の入院生活を繰り返しながら在宅生活を続けていた。このよう

な"超重症児“は従来の障害児概念に当てはまらず、この子どもたちの実態に即した療育体

制の整備が必要であると考えられた。特に生命を維持するための入院機能を含めた医療機

関と療育指導体制が不可欠であると思われた。 


